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調査・報告

新型コロナウイルス禍の
加工・業務用野菜需要構造実態調査の結果概要

調査方法

（１） 調査期間：令和３年４～７月
（２） 調査方法

① 加工・業務用野菜の販売などを担う中間事業者に対する調査
　・アンケート調査：６３４社に送付し１９２社から回答（回収率３２．３％）
　・ヒアリング調査：主要１０社（卸売・仲卸業者、カット野菜製造業者、農協など）
② 一般消費者に対する調査
　・アンケート調査：全国の２０歳以上の男女１０００人
※１回目の緊急事態宣言期間（令和２年４～５月）
　１回目の同宣言後（令和２年６～１２月）
　２回目の同宣言期間（令和３年１～３月）のそれぞれの期間の状況を質問

調査結果の概要（ポイント）

～中間事業者に対する調査～
１．新型コロナ禍で中間事業者（卸売・仲卸業者、商社、問屋、カット野菜業者など）の加

工・業務用野菜の仕入・販売金額は、１回目の緊急事態宣言期間（令和２年４～５月）
から２回目の宣言期間（令和３年１～３月）を通じて、前年比２割程度減少した。野菜
全体（量販店向けなどの生鮮野菜）の販売金額の減少率が５％ 程度であるのと比較して
大きい。

２．野菜の販売について新型コロナの影響が最も大きかった時期は、「１回目の緊急事態宣
言期間中」と回答した中間事業者が最大の約４割を占めた。

野菜振興部

当機構では、加工・業務用野菜の需要構造および消費者の消費行動が、新型コロナウ
イルス感染拡大によってどのような影響を受けているのかを明らかにするために、以下
の調査を実施した。

①  加工・業務用野菜の販売などを担う中間事業者に対する調査（アンケート調査およ
びヒアリング調査）

②一般消費者に対する調査（アンケート調査）
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３．販売先別では、営業自粛・時短営業などの要請を受けた外食事業者向けの販売額が４～
５割程度の減少率と最も大きい。中食・給食・加工食品製造者向けの減少率も１～４割
程度と大きかったが、１回目の宣言解除後の減少率は外食向けより小さいとの意見が多
かった。

～一般消費者に対する調査～
４．新型コロナ感染拡大前後で消費者の野菜の購入頻度に大きな変化はないが、カット野菜、
野菜総菜、弁当、冷凍野菜などの購入頻度が徐々に高まる傾向がみられる。

５．新型コロナ禍でも購入先の８～９割を占めるスーパーの利用頻度が高まった。また、宅
配業者（生協など）、弁当・惣菜専門店・外食店の宅配サービス、ネットスーパー・コン
ビニの宅配など非接触型チャネルの利用頻度の増加傾向がみられる。

６．消費者の野菜の購買意識については、「特に意識していない」が５割以上を占める一方、
「野菜を普段より多めに購入する」「食費の節約を心がける」「保存のきく冷凍野菜のストッ
クを持つようにする」「免疫力アップを意識して野菜を多めに摂取する」などがそれぞれ
２割程度を占めた。

中間事業者への調査結果

（１）加工・業務用野菜の仕入金額・販売金額（前年同期比）
新型コロナ禍における中間事業者の加工・業務用野菜の仕入・販売金額は、１回目の緊急
事態宣言期間（令和２年４～５月）から２回目の同宣言期間（令和３年１～３月）を通じて、
前年比２割程度減少した。野菜全体（量販店向けなどの生鮮野菜）の減少率が５％程度で
あるのと比較して、加工・業務用野菜の仕入金額、販売金額の減少率は大きい。

○加工・業務用野菜の仕入金額と販売金額の前年同期比

仕入金額 販売金額

１回目の緊急事態宣言期間中
（令和2年4月～ 5月）

-16.0％
（-4.7％）※

-19.4％
（-6.4％）※

１回目の緊急事態宣言解除後
（令和2年6月～ 12月）

-13.9％
（-3.3％）※

-17.6％
（-3.9％）※

2回目の緊急事態宣言期間中
（令和3年1月～ 3月）

-16.3％
（-6.7％）※

-18.0％
（-7.0％）※

　上段：加工・業務用野菜の仕入・販売金額における前年同期比
※下段（　）内：野菜全体の仕入・販売金額における前年同期比
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（２）加工・業務用野菜の仕入金額（前年同期比）
中間事業者の加工・業務用野菜の仕入金額は、１回目の緊急事態宣言中～２回目の緊急事
態宣言中まで対前年比で１５％前後減少している。特に、卸売業者（市場内）、仲卸業者の
減少率は２０％前後となっており、問屋・商社やカット野菜加工業者の減少率よりも大き
くなっている。
また、野菜全体および加工・業務用野菜の仕入金額について、「増加」「横ばい」「減少」
した企業の割合をみると、野菜全体よりも加工・業務用野菜の方が、仕入金額が減少した企
業の割合が高い。

1回目の
緊急事態宣言期間中

（令和2年4月～5月）

全体
卸売業者
仲卸業者

問屋・商社
カット野菜加工事業者

その他

-16.0 
-22.5 
-28.1 
-7.1 

-15.6 
7.5 

-13.9 
-20.5 
-19.3 
-3.3 
-9.1 

-11.3 

-16.3 
-23.3 
-23.5 
-7.1 

-10.0 
-11.3 

-35
-30
-25
-20
-15
-10
-5
0
5

10
15

全体
卸売業者
仲卸業者
問屋・商社
カット野菜加工事業者

（増減率％）

1回目の
緊急事態宣言後

（令和2年6月～12月）

2回目の
緊急事態宣言期間中

（令和3年1月～3月）

39.6

38.4

26.4

11.9

17.0

22.0

42.8

39.0

45.3

5.7

4.9

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1回目の
緊急事態宣言期間中

1回目の
緊急事態宣言後

2回目の
緊急事態宣言期間中

増加 横ばい 減少 無回答

19.5

19.5

15.7

14.5

17.0

20.1

50.3

47.8

48.4

5.7

4.9

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

増加 横ばい 減少 無回答

○加工・業務用野菜の仕入金額（前年同期比）

○野菜の仕入金額が前年同期と比べて増加・横ばい・減少した企業の割合
＜野菜全体の仕入金額＞ ＜加工・業務用野菜の仕入金額＞



野菜情報 52 2021.10

（３）�野菜全体の仕入数量のうち、契約取引による調達数量の変化�
（新型コロナ禍前後の増減率の変化）
野菜全体の仕入数量のうち、契約取引による野菜の仕入数量の占める割合について、１回
目の緊急事態宣言前から緊急事態宣言後にどのように変化したかを集計した。全体では宣言
前後で「変化なし」が７１％を占めているが、「増加」が６％、「減少」が２１％となって
おり、契約取引による調達割合が、「減少した」企業が２割程度を占めている。

（４）野菜の販売で新型コロナ禍の影響が最も大きかった時期
野菜の販売について最も影響の大きかった時期は、「１回目の緊急事態宣言期間中」と回
答した中間事業者が約４割（４月３０％、５月１１％）を占めており最も多い。２回目の宣
言期間の１１％と比較して大きい。

増加
5.5%

変化なし
71.4%

減少
20.9%

無回答
2.2%

ｎ=91

年1202年0202
3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

 159者 4.4 29.6 11.3 3.8 3.8 3.8 1.3 1.9 9.4 6.3 5.0 2.5 3.1 1.9 1.3 0.6 0.0 1.3 0.0 0.6 8.2
 41者 7.3 22.0 9.8 4.9 9.8 4.9 2.4 4.9 14.6 9.8 0.0 2.4 2.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.9
 40者 5.0 35.0 5.0 5.0 2.5 5.0 0.0 2.5 7.5 5.0 7.5 2.5 5.0 2.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.5 7.5
 20者 0.0 40.0 15.0 5.0 0.0 5.0 0.0 0.0 15.0 0.0 0.0 5.0 0.0 5.0 0.0 0.0 0.0 5.0 0.0 0.0 5.0
 38者 0.0 34.2 10.5 2.6 2.6 2.6 2.6 0.0 5.3 7.9 10.5 2.6 5.3 2.6 2.6 2.6 0.0 2.6 0.0 0.0 2.6
 20者 10.0 15.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.0 5.0 5.0 0.0 0.0 0.0 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 30.0

無回
答

0

5

10

15

20

25

30

35

40
全体

（％）

言宣回2第言宣回1第

全体
卸売業者
仲卸業者

問屋・商社
カット野菜加工事業者

その他

○契約取引による調達数量の変化

○野菜の販売で新型コロナ禍の影響が最も⼤きかった時期 
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（５）新型コロナ禍における野菜の販売金額（前年同期比）
野菜の販売先別で、販売金額が前年同期と比べてどうだったかを尋ねたところ、営業自粛・
時短営業などの要請を受けた外食事業者向けの販売額の減少率が４～５割程度と最も大き
かった。中食・給食・加工食品製造業者向けの減少率も１～４割程度と大きかったが、１回
目の宣言解除以降の減少率は外食向けより小さい。

1回目の
緊急事態宣言期間中
（令和2年4月～5月）

1回目の
緊急事態宣言後

（令和2年6月～12月）

2回目の
緊急事態宣言期間中
（令和3年1月～3月）

-6.4 -3.9 -7.0

加工業務用野菜の販売金額 136者 -19.4 -17.6 -18.0

52者

39者

45者

50者

64者

35者

46者

80者

15者

11者

卸売市場（卸売市場法に基づく卸売業者・仲卸業者） -23.0 -20.9 -18.7
卸売業者（卸売市場以外の問屋・商社） -29.4 -27.7 -31.8

カット野菜製造業者（一次加工（皮むき、芯抜き等）を含む） -31.7 -29.0 -30.7
加工食品の製造業者（漬物、調味料、飲料、冷凍野菜、乾燥野菜） -32.6 -35.8 -32.0

-55.3 -43.5 -45.0
-36.7 -32.4 -29.8
-36.7 -10.2 -34.8
-15.4 -16.2 -17.9
-41.5 -48.1 -50.9

外食業者

中食業者

給食業者

小売業者等（青果店・量販店・食品スーパー・コンビニ・生協）

小売業者等（ネット販売・通信販売）

その他 -42.2 -32.9 -34.4

-25

-20

-15

-10

-5

0

5

10

15
野菜全体の販売金額 加工業務用野菜の販売金額（増減率％）

138者野菜全体の販売金額

1回目の
緊急事態宣言期間中

1回目の
緊急事態宣言後

2回目の
緊急事態宣言期間中

38.4

39.1

28.7

11.6

17.4

22.1

50.0

43.5

49.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

増加 横ばい 減少

16.2

19.9

18.4

14.7

12.5

18.4

69.1

67.6

63.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

増加 横ばい 減少

○新型コロナ禍における野菜の販売金額（前年同期比）

○野菜の販売金額が前年同期と比べて増加・横ばい・減少した企業の割合
＜野菜全体の販売金額＞ ＜加⼯・業務⽤野菜の販売金額＞
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一般消費者に対する調査結果

（１）野菜の購入頻度
新型コロナ前後で消費者の野菜の購入頻度に大きな変化はないが、カット野菜、野菜総菜、
弁当、冷凍野菜などの購入頻度が徐々に高まる傾向がみられる。

○野菜の購入頻度

1週間に
1回以上

56.0

23.5

8.4

18.0

14.6

54.2

24.0

11.9

18.7

17.3

55.5

25.9

12.8

20.3

17.6

56.5

26.4

13.2

20.7

19.2

2回目の緊急事態
宣言中

令和3年1月~3月

1回目の緊急事態
宣言終了後

令和2年6月~
12月

1回目の緊急事態
宣言中

令和2年4月~5月

1回目の緊急事態
宣言前

令和2年3月以前

15.8

4.2

1.1
3.2

3.5

14.1

4.6

3.4

4.3

15.8

4.3

2.3

3.3

4.1

15.1

4.8

2.2

3.7

4.3

40.2

19.3

7.3

14.8

11.1

40.1

19.4

9.9

15.3

13.0

39.7

21.6

10.5

17.0

13.5

41.4

21.6

11.0

17.0

14.9

8.1

11.0

9.3

13.2

12.6

10.3

12.8

12.0

14.5

11.8

10.6

12.7

12.5

14.1

12.8

9.8

13.4

13.7

14.8

12.5

4.5

8.8

15.9

12.7

14.2

4.9

10.0

13.9

11.9

14.1

4.9

9.0

13.7

12.1

14.5

5.4

9.4

13.1

11.8

12.9

3.3

13.4

17.1

14.7

17.6

3.6

10.7

13.3

12.5

13.7

2.4

11.1

12.5

11.8

12.4

2.4

9.6

11.7

11.1

12.3

28.1

43.3

49.3

41.4

41.0

27.0

42.5

48.9

42.4

43.1

26.6

41.3

48.5

41.7

42.7

25.9

41.2

48.3

41.6

43.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ホール野菜

カット野菜

冷凍野菜

野菜総菜

弁当

ホール野菜

カット野菜

冷凍野菜

野菜総菜

弁当

ホール野菜

カット野菜

冷凍野菜

野菜総菜

弁当

ホール野菜

カット野菜

冷凍野菜

野菜総菜

弁当

週3回以上 週1～2回程度
2週間に1回程度 月1回程度
それ以下 自分ではほとんど購入していない

2.0
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6.6

8.9

11.3

5.0

5.1

9.0

9.9

4.0

6.0

-0.6

1.1

6.6

7.2

4.4

4.3

1.6

0.0

4.5

増加-減少
（％）

緊急事態宣言中
（1回目）

緊急事態宣言
終了後

（1回目）

緊急事態宣言中
（2回目）

13.8

15.4

18.4

13.8

15.2

14.8

13.8

10.1

12.8

8.5

10.1

11.5

12.6

10.1

10.5

7.8

9.2

9.9

79.0

78.1

74.6

77.4

74.7

79.4

82.4

83.8

80.4

82.3

80.9

83.5

82.0

84.2

83.4

86.0

81.5

84.7

7.2

6.5

7.1

8.8

10.1

5.8

3.9

6.1

6.8

9.2

9.0

4.9

5.4

5.7

6.1

6.2

9.2

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ホール野菜（n=747）

カット野菜（n=597）

冷凍野菜（n=539）

野菜総菜（n=614）

弁当（n=613）

野菜全体（n=832）

ホール野菜（n=748）

カット野菜（n=606）

冷凍野菜（n=546）

野菜総菜（n=622）

弁当（n=613）

野菜全体（n=832）

ホール野菜（n=755）

カット野菜（n=612）

冷凍野菜（n=553）

野菜総菜（n=627）

弁当（n=617）

野菜全体（n=838）

増加した 変わらない 減少した

（２）野菜の購入量
野菜の形態別に、野菜の購入量が緊急事態宣言前と比べて変化したかを尋ねたところ、全
般的に「変わらない」が圧倒的に多いが、「増加した」「減少した」を比較すると「増加した」
人の割合の方が高く、全体的な一般消費者の購入量は増加している様子が伺える。特に１回
目の緊急事態宣言中はそれ以降の時期と比べて、いずれの形態の野菜においても「増加した」
比率がやや高い。

○野菜の購⼊量 
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7.8

9.9

26.5

2.4

19.6

16.7

4.6

2.5

8.9

2.5

13.3

18.4

3.6

17.9

4.5

-4.9

7.2

3.7

10.4

17.1

3.8

27.8

-6.2

-2.9

緊急事態宣言中
（2回目）

増加-減少
（％）

緊急事態宣言中
（1回目）

緊急事態宣言終了後
（1回目）

14.8

19.7

31.3

19.5

28.4

30.6

10.8

10.0

13.8

12.8

20.0

28.9

16.1

28.2

11.9

4.9

12.2

13.1

18.8

26.8

14.4

36.1

3.1

2.9

78.2

70.4

63.9

63.4

62.7

55.6

83.1

82.5

81.3

77.0

73.3

60.5

71.4

61.5

80.6

85.4

82.8

77.6

72.9

63.4

75.0

55.6

87.7

91.4

7.0

9.9

4.8

17.1

8.8

13.9

6.2

7.5

4.9

10.3

6.7

10.5

12.5

10.3

7.5

9.8

5.0

9.4

8.3

9.8

10.6

8.3

9.2

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

スーパー（ネットは除く）（n=757）

コンビニ（宅配は除く）（n=233）

宅配事業者（生協など）（n=83）

ネットスーパー・コンビニの宅配（n=41）

弁当・惣菜専門店（店舗に来店）（n=102）

弁当・惣菜専門店・外食店の宅配サービス（n=36）

直売所（n=65）

その他（n=40）

スーパー（ネットは除く）（n=760）

コンビニ（宅配は除く）（n=243）

宅配事業者（生協など）（n=90）

ネットスーパー・コンビニの宅配（n=38）

弁当・惣菜専門店（店舗に来店）（n=112）

弁当・惣菜専門店・外食店の宅配サービス（n=39）

直売所（n=67）

その他（n=41）

スーパー（ネットは除く）（n=762）

コンビニ（宅配は除く）（n=245）

宅配事業者（生協など）（n=96）

ネットスーパー・コンビニの宅配（n=41）

弁当・惣菜専門店（店舗に来店）（n=104）

弁当・惣菜専門店・外食店の宅配サービス（n=36）

直売所（n=65）

その他（n=35）

増加した 変わらない 減少した

（３）野菜の購入先の利用頻度の変化（各購入先の利用者ベース）
新型コロナ禍で購入先の８～９割を占めるスーパーの利用頻度が高まっている。また、宅
配業者（生協など）、弁当・惣菜専門店（店舗に来店）、弁当・惣菜専門店・外食店の宅配サー
ビス、ネットスーパー・コンビニの宅配など非接触型チャネルの利用頻度の増加傾向がみら
れる。

○野菜の購⼊先の利⽤頻度の変化（各購⼊先の利⽤者ベース） 
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（４）野菜の購買行動について意識したこと
消費者の野菜の購買意識については、「特に意識していない」が５割以上を占める一方、「野
菜を普段より多めに購入する」「食費の節約を心がける」「保存のきく冷凍野菜のストックを
持つようにする」「免疫力アップを意識して野菜を多めに摂取する」などがそれぞれ２割程
度を占めた。
特に、１回目の緊急事態宣言中においては、それ以外の時期と比べて、「野菜を普段より
多めに購入する」「保存のきく冷凍野菜のストックを持つようにする」などの比率が高い。

ｎ=1,000
1回目の
緊急事態
宣言中

緊急事態
宣言終了
後

2回目の
緊急事態
宣言中

3.717.719.22るす入購にめ多りよ段普を菜野

6.129.129.12るけが心を約節の費食

保存のきく冷凍野菜のストックを持つようにする 20.1 17.0 15.5

免疫力アップを意識して、野菜を多めに摂取する 16.4 15.7 16.3

食材の宅配サービスを利用する
（ネットスーパーや生協等）

10.1 9.6 8.4

ネットやSNSのレシピを参考に、普段あまり購入
したことがない野菜を購入する

7.5 7.2 7.3

コロナの復興支援など、地方の食材などを取り寄せる 5.2 5.3 4.7

9.23.41.3他のそ

野菜の購買行動について特に意識していない 53.6 56.5 55.9

0 10 20 30 40 50 60

1回目の緊急事態宣言中
緊急事態宣言終了後
2回目の緊急事態宣言中 （％）

● コロナ禍により、不要不急の外出・会食を制限・自粛 

内食 ・・・・ 増加（スーパーなどの量販店、テイクアウト・宅配など） 
外食 ・・・・ 減少（外食店・ホテル・旅館・テーマパークなど） 

● 加工・業務用野菜の全体需要量は減少し、スーパーなど量販店向けの青果販売が増加 

・酒類の提供を伴う業態か否か（居酒屋かレストランかなど） 
・エリア（緊急事態宣言、まん延防止等重点措置が適用されているか否か） 

○野菜の購買⾏動について意識したこと 

（参考）新型コロナ禍の加⼯・業務⽤野菜需要構造の変化（イメージ） 

当調査の全体版はこちら→https://www.alic.go.jp/y-gyomu/yajukyu02_000176.html


